
トピックス 1

成年後見制度の地域連携ネットワーク

　今，国の基本計画 ( ※ ¹) に基づいて，成年後見制度 ( ※ ²) の利用を促進するための施策の

一つとして，全国どの地域においても必要な人が成年後見制度を利用できるよう，市町村が地

域連携ネットワークという地域連携の仕組み作りをしていることを知っていますか。

　地域連携ネットワークとは，地域の社会資源をネットワーク化し，各地域において，相談窓

口を整備するとともに，支援の必要な人を発見し，適切に必要な支援につなげる地域連携の仕

組みです。

家庭裁判所も，制度の運用を担う司法機関の立場から，地域連携ネットワークの一員として，

各地方自治体や様々な団体と協力し合いながら，地域連携ネットワークがより充実したものと

なるように，その整備の後押しをしています。

　なぜ，今，地域連携ネットワークが必要なのでしょう。

　成年後見制度は，上記のように判断能力が不十分な人を法律的に支援する制度ですが，十分

には利用されていないという指摘があります。

　地域連携ネットワークや中核機関が整備され，右の図の「４つの機能」を果たすことによっ

て，支援を必要とする人たちが，住み慣れた地域でご本人らしく生活できるようになることが

期待されます。

　成年後見制度という言葉を聞いたことはあるけれども，必要とする人に制度を利用してもら

うため，また，より使いやすい制度にするために，現在どのような取組が行われているのか，

よく知らなかった方も多いかもしれません。後見人等が一人でご本

人を支えるのではなく，裁判所，福祉・医療・地域等の関係者，専

門職の団体など，地域連携ネットワークに参加する皆で，支援を必

要とする人たちを支えることによって，成年後見制度はより魅力的

で使いやすい制度になるのです。

♦♢地域共生社会をめざして

地域連携ネットワークが果たす役割 みんなで創る「魅力ある社会」

地域連携ネットワークと中核機関の「４つの機能」

地域連携ネットワークの

コーディネートを担う中核

的な機関

中核機関

専門職団体や関係機関

が自発的に協力する体

制づくりを進める合議体

協議会

ご本人に身近な親族， 後見人等， 福

祉 ・医療 ・地域の関係者が協力して

日常的にご本人を見守る仕組み

チーム

地域連携ネットワーク
は，①チーム，②協議会，
③中核機関によって構成
されているよ。家庭裁判
所も地域連携ネットワー
クの一員なんだ。

④後見人支援機能

　中核機関が後見人等の相談に応じるなどの支

援を行い，必要なケースでは後見人等や福祉・

医療・地域等の関係者がチームとなって日常的

にご本人を見守ることで，ご本人の状況の変化

に適切に対応できるようになるんだ。

①広報機能

　パンフレットの作成・配布や

地域の研修などによって，成年

後見制度の周知・広報を行うこ

とで，相談につながりやすくな

るよ。

②相談機能

　成年後見制度に関する相談窓

口を設け，そこに弁護士・司法

書士・社会福祉士などの専門職

が参加することによって，相談

者のニーズに合った支援につな

げることができるんだ。

③成年後見制度利用促進機能

　中核機関が，ご本人の状況などを考慮

して，適切な後見人等の候補者を裁判所

に推薦することで，ご本人のニーズに

合った後見人等が選任されるようになる

よ。

※ ¹「国の基本計画」とは，平成２９年３月２４日に閣議決定された，成年後

見制度の利用を促進するための計画です。

※ ² 成年後見制度とは，認知症，知的障害，精神障害，発達障害などによって

物事を判断する能力が十分ではない方（ここでは「ご本人」といいます。）に

ついて，ご本人の権利を守る援助者（成年後見人，保佐人，補助人，ここでは「後

見人等」といいます。）を選ぶことで，ご本人を法律的に支援する制度です。 

【厚生労働省作成資料より】
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